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研究成果の概要（和文）：耳垢タイプは ABCC11 遺伝子多型によって決まることが知られて

いる。一方、海外では耳垢タイプによって乳癌罹患率が異なるとの報告を認めている。本

研究では、日本人女性における遺伝子多型（耳垢タイプ）と乳癌罹患率の関係について検

討した。その結果、遺伝子多型が湿性耳垢の女性は、健常女性に比べて乳癌罹患率が 1.63

倍と有意に上昇していた。耳垢タイプは簡単なアンケートだけで判定できるため、高リス

ク女性に個別化検診を行うことで、効率的に早期乳癌を発見できる可能性が示された。 

研究成果の概要（英文）：It was found that earwax type is determined by a single 

nucleotide polymorphism in ABCC11. The present study examined the association between 

the frequency rate of breast cancer and the polymorphism (G allele) of ABCC11. The 

frequency of the G allele in breast cancer patients was higher than that in healthy 

controls in Japan. The odds ratio for the genotypes to develop breast cancer was 

estimated to be 1.63 (p-value = 0.026), suggesting that the G allele in ABCC11 is 

associated with breast cancer risk. This study showed that Japanese women with wet 

earwax have a higher relative risk of developing breast cancer than those with dry 

earwax. 
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１．研究開始当初の背景 

1971 年 の Science に て 耳 垢 型

（phenotype）が湿性だと乾性よりも乳癌

の罹患率が高く、予後不良である報告され

た。さらに 2006 年の Nature で、この耳

垢型はABCC11の1か所の遺伝子多型によ

り決定され、c-DNA 上の 538 番目の塩基

がＧだと湿性(538G/G+538G/A)、Ａだと乾

性(538A/A)になり、ＧはＡに対して優性で

あることが報告された。この遺伝子多型を

解析することで、日本人女性における乳癌

の罹患率と耳垢型との関連性について検討

することにより、個別化検診につながるこ

とが期待された。 

 

２．研究の目的 

 日本人女性の乳癌検診率は 10－20%と

非常に低いのが現状で有り、耳垢型による

乳癌罹患リスクを調査し、高リスク群にお

けるにおける個別化検診の可能性について

検討する。 

 

３．研究の方法 

 十分なインフォームドコンセントを行っ

た後、乳癌で治療を受けた患者と、健常検

診受診者から採血を行うと共に、耳垢型に

ついてのアンケートを聴取する。血液検体

は、遺伝子多型を簡易的に検出する Smart 

Amp 法を用いて、ABCC11 の遺伝子多型につ

いて解析した。これらのデータを用いて、

遺伝子多型、耳垢型と乳癌罹患率の関連性

について検討した。 

 

４．研究成果 

乳 癌 患 者 で は ABCC11 湿 性

（538G/G+538G/A）が 24.8%、乾性(538A/A)

は 75.2% 、 コ ン ト ロ ー ル は 湿 性

(538G/G+538G/A)が 16.8%、乾性(538A/A)は

83.2%であり、p=0.026、Odds 比は 1.63 倍

と有意差を認めた（表１）。また、遺伝子多

型別に見た乳がん罹患リスクでは、538G/G

型で最も高くなっていた（図１）。患者群に

おける臨床病理学的因子（年齢、BMI、腫瘍

径、腋窩リンパ節転移、ホルモンレセプタ

ー、HER2 感受性、核グレード、再発リスク）

についても検討を行ったが、患者群での湿

性（538G/G+538G/A）と乾性(538A/A)とで生

存率に対する統計学的有意差は認めなかっ

た（表２）。 

 

表１．乳癌患者と健常者における ABCC11

遺伝子多型と耳垢型の発現頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

図１．ABCC11 遺伝子多型と乳癌発症に関す

る相対リスク 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．乳癌患者における耳垢型と病理学的

因子に関する検討 

 

 

 

これらのデータを元に、ABCC11 遺伝子多型

で高リスク群に対する前向き調査を行い、

現在までの研究結果を検証する必要がある。

また、ABCC11 遺伝子多型と予後に関する追

跡調査も継続していく予定である。 

 

耳垢タイプは簡単なアンケートだけで判

定できるため、高リスク女性に個別化検診

を行うことで、効率的に早期乳癌を発見で

きる可能性が示された。 
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